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○津山圏域衛生処理組合旅費支給条例 

昭和４６年７月１２日 

津山圏域衛生処理組合条例第５号 

改正 昭和４７年３月３１日条例第３号 

昭和４８年３月３０日条例第３号 

昭和５０年３月３１日条例第３号 

昭和５３年４月１日条例第２号 

昭和５７年３月３１日条例第３号 

昭和６３年３月３１日条例第３号 

平成３年６月２８日条例第２号 

平成１５年３月３１日条例第２号 

平成１７年２月２８日条例第１号 

平成１９年２月６日条例第３号 

 （目的） 

第１条 この条例は，公務のために旅行する管理者，副管理者及び職員に対して支給

する旅費に関する事項を定める。 

 （旅費の種類） 

第２条 旅費の種類は，鉄道賃，船賃，航空賃，車賃，日当，宿泊料及び食卓料とす

る。 

２ 鉄道賃は，鉄道旅行について，路程に応じ旅客運賃等により支給する。 

３ 船賃は，水路旅行について，路程に応じ旅客運賃等により支給する。 

４ 航空賃は，航空旅行について，路程に応じ旅客運賃等により支給する。 

５ 車賃は，陸路（鉄道を除く。）旅行について，定期自動車旅客運賃等により支給す

る。 

６ 日当は，旅行中の日数に応じ１日当りの定額により支給する。 

７ 宿泊料は，旅行中の夜数に応じ１夜当りの定額により支給する。 

８ 食卓料は，水路旅行及び航空旅行の夜数に応じ１夜当りの定額により支給する。 

 （旅費の計算及び支給） 
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第３条 前条の規定による旅費の額等については，津山市職員の例に準ずるものとし，

定額は別表のとおりとする。 

第４条 特別の事由で定額の旅費をもってその実費を支弁でき難い場合は，その実費

を支給することができる。 

 （準用） 

第５条 この条例に定めるもののほか必要な事項は，津山市職員等の旅費に関する条

例（昭和４２年津山市条例第６号）を準用する。 

   付  則 

 この条例は，公布の日から施行し，昭和４６年７月１２日から適用する。 

   付  則（昭和４７年３月３１日条例第３号） 

 この条例は，昭和４７年４月１日から施行し，施行日以降に出発する出張から適用

する。 

   付  則（昭和４８年３月３０日条例第３号） 

 この条例は，昭和４８年４月１日から施行し，施行日以降に出発する出張から適用

する。 

   付  則（昭和５０年３月３１日条例第３号） 

 この条例は，昭和５０年４月１日から施行し，施行日以降に出発する出張から適用

する。 

   付  則（昭和５３年４月１日条例第２号） 

 この条例は，昭和５３年４月１日から施行し，施行日以降に出発する出張から適用

する。 

   付  則（昭和５７年３月３１日条例第３号） 

 この条例は，昭和５７年４月１日から施行し，施行日以降に出発する出張から適用

する。 

   付  則（昭和６３年３月３１日条例第３号） 

 この条例は，昭和６３年４月１日から施行し，施行日以降に出発する出張から適用

する。 

   付  則（平成３年６月２８日条例第２号） 
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 この条例は，平成３年７月１日から施行し，施行日以降に出発する出張から適用す

る。 

   付  則（平成１５年３月３１日条例第２号） 

 この条例は，公布の日から施行する。 

   付  則（平成１７年２月２８日条例第１号） 

 この条例は，平成１７年２月２８日から施行する。 

付  則（平成１９年２月 ６日条例第３号） 

 この条例は，平成１９年４月 １日から施行する。 

 別表（第３条関係） 

区   分 
日   当 

（１日につき） 

宿 泊 料 

（１夜につき） 

食 卓 料 

（１夜につき） 

 

Ａ 

 

管 理 者 

副 管 理 者 

県外出張 

３，０００円 

県内出張 

１，７００円 

１４，８００円 ３，０００円 

Ｂ その他の職員 １３，８００円 ２，６００円 

  備考： 津山圏域衛生処理組合議会議員の費用弁償に関する条例（昭和４６年津

山圏域衛生処理組合条例第３号）並びに特別職の職員で非常勤のものの報

酬及び費用弁償に関する条例（昭和４６年津山圏域衛生処理組合条例第４

号）による費用弁償を受ける者又はこの表のＡの区分による旅費を受ける

者（以下「特別職」という。）にその他の職員が随行する場合は，特別職の

旅費に準じた額を支給することができる。 


